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	応用
	抗原情報
	背景
	このイントロンのない遺伝子は、熱ショックタンパク質70ファミリーのメンバーである70kDaの熱ショックタンパク質をコードしています。他の熱ショックタンパク質と連携して、このタンパク質は既存のタンパク質の凝集を安定化し、細胞質および細胞小器官で新しく翻訳されたタンパク質のフォールディングを仲介します。また、AUリッチエレメントRNA結合タンパク質1との相互作用を介して、ユビキチン-プロテアソーム経路にも関与しています。この遺伝子は、主要組織適合遺伝子複合体クラスIII領域にあり、類似のタンパク質をコードする2つの密接に関連した遺伝子とともにクラスターを形成しています。[RefSeq提供、2008年7月]機能：他のシャペロンと協力して、Hsp70は既存のタンパク質の凝集を安定化し、細胞質および細胞小器官内で新しく翻訳されたポリペプチドのフォールディングを仲介します。これらのシャペロンは、他のタンパク質の非ネイティブな構造を認識する能力を介して、これらすべてのプロセスに関与しています。 HSPA1Bは、翻訳および膜移行中、あるいはストレス誘発性損傷後にポリペプチドによって露出する、正味の疎水性を持つ延長ペプチドセグメントに結合する。ロタウイルスA感染の場合、ウイルスが細胞内に侵入しやすくするための付着後受容体として機能する。,誘導：熱ショックによる。,類似性：熱ショックタンパク質70ファミリーに属する。,サブユニット：HSPA1Bは、CATSPER1およびCATSPERBと精子特異的な複合体を形成する（類似性による）。TSC2と相互作用する。IRAK1BP1と相互作用する。,組織特異性：HSPA1Bは精巣特異的である。,
	研究分野
	スプライソソーム;MAPK_ERK_Growth;MAPK_G_Protein;エンドサイトーシス;抗原の処理と提示;プリオン病;
	画像データ
	

	ヒト腎臓組織の免疫蛍光染色。1, HSP70ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ヒト腎臓組織の免疫蛍光染色。1, HSP70ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	HSP70ポリクローナル抗体を用いたMCF7細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。
	

	パラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

